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6月 14日 (水 )、国際労働財団
（JILAF）※の労使関係開発事業とし
て、インド・スリランカで働く労働
組合の仲間10名が、訪日しました。
研修の一環として航空連合を訪問し、
日本の労働組合がコロナの危機に
どう向き合ったのか、羽田空港の
視察と講話を通じて学びました。 内藤会長による講話

航空連合は綱領「国際社会に対する決意」に基づき、今後も視野を
世界に広げ、国際交流を推進していきます。

※ 国 際 労 働 財 団
（JILAF）は、1989年
に連合に設立され、
労働分野における国際
交流と協力を推進する
NGO・NPO組織です。
開発途上国の労働運動
の強化・発展、健全な
社会・経済開発に貢献
するとともに、各国と
の友好関係の増進にも
寄与しています。

羽田空港第2ターミナル国際エリアやバックオフィスを視察
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